
古
く
か
ら
、
藍
染
の
天
然
染
料

｢

す
く
も｣

の
ほ
と
ん
ど
は
徳
島
で

作
ら
れ
て
お
り
、
高
品
質
で
あ
る

徳
島
の
す
く
も
は｢

阿
波
藍｣

と
呼

ば
れ
、
徳
島
の
経
済
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
日
本

の
藍
文
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
、
消
費
者
の

生
活
様
式
の
変
化
に
加
え
、
化
学

染
料
の
発
達
や
安
価
な
海
外
製
品

の
輸
入
な
ど
の
影
響
か
ら
阿
波
藍

の
生
産
量
は
年
々
減
少
し
、
藍
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
徳
島
市
で
は
、
徳
島
を

代
表
す
る
伝
統
文
化
で
あ
る
藍
染

と
木
工
製
品
や
阿
波
和
紙
、
皮
革

な
ど
を
融
合
し
た
新
た
な
商
品
の

開
発
を
促
し
、
地
場
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に｢

と

く
し
ま
地
場
産
品
新
展
開
支
援
事

業｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は「
藍
染
と
異
素
材

の
融
合
」
を
テ
ー
マ
に
、
藍
染
の

特
色
や
魅
力
を
生
か
し
、
従
来
に

は
な
い
商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
者
を
公
募
し
▼
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
技
術
者
と
の
引
き
合
わ

せ
▼
製
品
開
発
経
費
に
対
す
る
補

助
▼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
や
販

路
開
拓
▼
東
京
で
の
展
示
会
場
へ

の
出
展

ー
な
ど
の
支
援
を
積
極

的
に
行
う
も
の
で
す
。

同
事
業
の
一
環
と
し
て
、
２
月

９
日
、
10
日
の
２
日
間
、
東
京
都

新
宿
区
に
あ
る
複
合
施
設
で
、
新

し
く
開
発
し
た
藍
染
製
品
を
紹
介

す
る｢

Ｔ
ブ
ル
ー
製
品
展
示
会｣

を

開
催
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
と
し
て
世
界

に
知
ら
れ
る
日
本
の
藍
。
こ
の
展

示
会
で
は
、
徳
島
の
藍
〝
Ｔ
ブ
ル

ー
〟
と
異
素
材
が
融
合
し
た｢

Ｔ

ブ
ル
ー
製
品｣

を
全
国
に
発
信
し

て
さ
ら
な
る
知
名
度
・
認
知
度
の

向
上
を
図
る
た
め
、
同
事
業
の
支

援
対
象
と
な
っ
た
３
事
業
者
が
開

発
し
た
製
品
（
右
参
照
）
で
あ
る

｢

Ａ（
あ
い
）-

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ケ
ー
ス｣

｢

藍
染
の
障
子｣

｢

藍
木
ス
ピ
ー
カ
ー
檜（
ひ
の
き
）｣

を
中
心
に
、
市
内
企
業
の
藍
染
関

連
製
品
約
50
点
を
展
示
。

同
時
に
、
百
貨
店
の
商
品
の
仕

入
れ
を
専
門
的
に
担
当
す
る
バ
イ

ヤ
ー
な
ど
を
招
待
し
、
製
品
に
対

す
る
評
価
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
展
業
者
は
、
製
品
の
市
場

で
の
反
応
や
評
価
を
確
か
め
る
た

め
に
積
極
的
に
製
品
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
バ
イ
ヤ
ー
や
来
場
者
か
ら
の

意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
２
日
間
で
、
約
６
０

０
人
が
来
場
。
訪
れ
た
人
か
ら

は｢

徳
島
の
藍
は
、
色
が
と
て
も

鮮
や
か
。
デ
ザ
イ
ン
も
き
れ
い
で
、

使
っ
て
み
た
い
製
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た｣

、｢

藍
染
と
木
工

製
品
な
ど
の
他
素
材
と
の
合
作
が

斬
新
で
、
製
品
の
品
質
も
高
い
で

す
ね｣

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

◆

◆

◆

徳
島
市
で
は
、
今
回
の
出
展
に

よ
り
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
反

応
を
踏
ま
え
、
今
後
の
商
品
化
に

向
け
た
取
り
組
み
方
針
を
各
事
業

者
と
検
討
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］経
済
政
策
課

（
６
２
１
）５
２
２
５
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258,576人
122,666人
135,910人
114,940世帯
191.68km2

（−33）
（−35）
（＋2）

（＋35）

人口
男
女

世帯数
面積

平成25年2月1日現在（前月比）

徳
島
市
で
は
、地
場
産
業
の
振
興
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、藍
染
と
異
素
材
を
融
合
さ
せ
た
新
製

品
の
開
発
に
取
り
組
む
企
業
な
ど
の
支
援
を
行
う「
と
く
し
ま
地
場
産
品
新
展
開
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、同
事
業
で
開
発
し
た〝
Ｔ（
T
O
K
U
S
H
I

M
A
）ブ
ル
ー
〟製
品
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
販
路
開
拓
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
な
ど
を
行
う
た
め
、東
京
で
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新
し
い
藍
染
製
品

を
開
発

Ｔブルーの魅力を全国へＰＲ

▲東京で開催されたＴブル−製品展示会（２月９日・10日）

東
京
で
Ｔ
ブ
ル
ー
製

品
の
展
示
会
を
開
催

〜
と
く
し
ま
地
場
産
品
新
展
開
支
援
事
業
を
実
施
〜

 徳島市長   原 秀樹
徳島の藍染製品の魅力を全国に発信する

ため東京で開催した「Ｔブルー製品展示
会」では、独自性の高い新感覚の素晴らし
い藍染製品を存分に来場者にＰＲすることが
できたと思います。あらためて徳島には藍
染や木工製品などの優れた素材や素晴らし
い技術があることを認識しました。

これからも
さまざまな場
面で、徳島市
の代表的な地
場産業である
木工業や伝統
的工芸品の魅
力発信に力を
注いでまいり
ます。 ▲ＴブルーをＰＲする原市長

●Ａ-ＬＩＦＥスマートフォンケース  藍で染めた阿波和紙を使っ
てスマートフォン(多機能携帯
電話)やタブレット（多機能携
帯端末）のケースを開発しまし
た。

デザインは藍染の良さを生
かしつつ、鳴門の渦を表現する
など｢徳島らしさ｣にこだわって
います。

（ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ雪
お か ら

花菜工房）

●藍木スピーカー檜
スピーカー部分に張るネットに

藍染の布を、箱の素材には徳島県
産のヒノキを使用した徳島ならで
はのスピーカーです。

藍染の模様とヒノキの色合いが絶
妙でインテリア性も高く、木製ならで
はの温かみのある音色が楽しめます。

（吉崎木製工業）

●藍染の障子
格子に組

んだ木の枠
に、障子紙
の代わりに
藍染の布を
張り付けて
います。

枠の部分
には藍染の
色と合うよ
うに、障子としては珍しい素材で黄金
色が鮮やかなチーク材を使用してい
ます。通気性の良い布を使った障子な
ので、夏用の障子としても利用できま
す。（野村建具製作所）

支援事業のＴブルー製品を紹介！
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徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

徳
島
県
の
津
波
浸
水
想
定
に
よ
る

と
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
津
波
の
水
位
は
、
地

震
発
生
か
ら
約
53
分
後
、
マ
リ
ン
ピ

ア
沖
洲
東
端
で
最
大
約
５
ｍ
に
な
る

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
に
対
し
て
は
「
素
早
く
高
い

安
全
な
場
所
へ
」
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

普
段
か
ら
一
時
的

に
避
難
す
る
津
波

避
難
ビ
ル
や
近
く

の
高
台
な
ど
安
全

な
場
所
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

現
在
、
徳
島
市
は
津
波
避
難
ビ
ル

の
指
定
・
拡
充
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
て
い
る
津
波
避
難
ビ
ル
や

津
波
避
難
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
津
波
か
ら
の
避
難
に

つ
い
て
の
注
意
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
車
で
の
避
難
は
、
渋
滞
の
た
め
津

波
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
か
え
っ

て
危
険
な
場
合
が
あ
る
た
め
、
原
則
、

徒
歩
で
避
難
す
る

▼
強
い
揺
れ
や
弱
く
て
も
ゆ
っ
く
り

と
し
た
長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
す

ぐ
に
高
い
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

▼
揺
れ
が
な
く
て
も
大
津
波
警
報
や

津
波
警
報
、
同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン 

音
を
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
避
難
す
る

（
左
上
枠
参
照
）

津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
ま

す
。
最
初
の
波
よ
り
後
か
ら
の
波
の 

方
が
高
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
正
し
い
情
報
を
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
入
手
し
、
警
報
が
解
除
さ

れ
る
ま
で
は
安
全
な
場
所
か
ら
離
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
勝
占
東
部
地
区
避
難
支
援
マ
ッ
プ

が
完
成
し
ま
し
た

市
で
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

地
域
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
勝
占
東
部
地
区
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
自
主
防
災
組

織
な
ど
が
協
力
し
て
、
地
区
内
の
避

難
場
所
や
避
難
経
路
を
示
し
た
津
波

避
難
支
援
マ
ッ
プ
（
左
参
照
）
を
作

成
し
ま
し
た
。

マ
ッ
プ

は
、
勝
占
東

部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
勝
占
東

部
地
区
の
人

を
対
象
に
無

料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ

う
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住
民

が
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
単
位
で
組
織
化
し
、

自
主
的
に
連
携
し
て
防
災
活
動
を
行

う
集
ま
り
の
こ
と
で
す
。
自
主
防
災

組
織
の
結
成
に
よ
り
、
災
害
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
い
ち
早
く

地
域
の
再
生
を
促
進
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

ま
だ
結
成
し
て
い
な
い
地
域
の
皆

さ
ん
は
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
で

話
し
合
い
、
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

結
成
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
危

機
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
、
徳
島
市
消

防
局
で
は
「
消
す
ま
で

は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い
」
を
統
一

標
語
に
、
３
月
１
日
㈮

～
７
日
㈭
の
１
週
間
、

春
季
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
、
住
宅
火
災

の
防
止
と
火
災
に
よ
る

死
者
数
の
低
減
に
重
点

を
置
き
、一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
防
火
訪
問

や
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
・
適
切
な
維
持

管
理
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
市
内
各

地
で
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ

イ
ン
ト「
三
つ
の
習
慣
と
四
つ
の
対
策
」

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

次
の
「
三
つ
の
習
慣
と
四
つ
の
対

策
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
三
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
▼
ス
ト

ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
▼
ガ
ス
こ
ん
ろ

な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す

■
四
つ
の
対
策

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
▼
寝
具
、

衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

▼
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

「
こ
ど
も
消
防
カ
ー
ニ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す

春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
幼
児
や
小
学
生
、
そ
の
保
護
者

な
ど
を
対
象
に
、
防
火
・
防
災
意
識

の
高
揚
を
目
的
と
し
た
「
こ
ど
も
消

防
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

［
と
き
］
３
月
３
日
㈰
13
時
～
15
時
30

分
（
雨
天
中
止
）

［
と
こ
ろ
］
と
く
し
ま
動
物
園

［
内
容
］
▼
消

防
体
験
コ
ー

ナ
ー
＝
地
震
、

消
火
・
放
水
、

煙
、
救
助
、

１
１
９
番
通

報
な
ど
の
体

験
▼
消
防
車

両
の
展
示
や

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
▼
こ
ど
も
コ
ー

ナ
ー
＝
消
防
車
の
ち
ぢ
み
ク
ラ
フ
ト

の
制
作
や
消
防
車
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
の
配
布
▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
▼

防
火
・
防
災
コ
ー
ナ
ー
▼
防
災
演
劇

▼
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
な
ど

［
参
加
費
］
無
料
。
た
だ
し
、
動
物
園

の
入
園
料
（
大
人
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料
）
が
必
要

家具転倒防止器具の取り付け費用を
 支援します

地震による家具転倒の危険から高齢 
者や障害者の安全を守るため､ 家具の転 
倒防止器具の取り付け費用を負担します。
［対象］▶65 歳以上の高齢者のみの世帯 
▶次の①～③のいずれかの手帳をお持 
ちの障害者のみの世帯＝①身体障害者 
手帳の身体障害者等級表による等級１・２級②療育手帳の障 
害の程度（総合判定）Ａ１・Ａ２③精神障害者保健福祉手帳 
の障害等級１級▶65 歳以上の高齢者と障害者のみの世帯
［内容］家具を固定する器具の取り付け費用を１世帯につき家 
具３個まで負担します。
※家具を固定する器具は、本人の負担になります。
［申し込み方法］危機管理課、各支所にある所定の申請書（市 
ホームページからもダウンロード可）に必要事項を記入し、 
郵送または直接、危機管理課（〒770－8571 幸町２－５ 市役 
所７階 621 － 5527）へ。

「気になる年金記録、再確認キャンペーン」を
 実施しています

年金記録問題の解決に向けて、日本年金機構では「ねんきん特別便」や「ねんき 
ん定期便」などを送付し、確認をお願いしてきましたが、いまだ持ち主が特定でき 
ていない記録が、約 2,200 万件残っています。

そこで日本年金機構では、本人や家族の
年金記録について、もう一度確認していた
だくため「気になる年金記録、再確認キャ
ンペーン」を実施しています。

インターネットで自分の年金記録を確認できる「ねんきんネット」利用のための 
アクセスキーを年金受給者、被保険者に郵送するほか、漏れや誤りが起こりやすい 
ケースを分かりやすくまとめたリーフレットの配布などを行っています。

気になる年金記録がある人は、下記専用ダイヤルやお近くの年金事務所にご相談 
ください。
［相談先］▶ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル（ 0570 － 058 － 555 平 
日＝9：00 ～ 20：00、第２土曜日＝9：00 ～ 17：00）▶徳島北年金事務所（佐古三番町 

655 － 0200）▶徳島南年金事務所（山城西４ 652 － 1511）
［問い合わせ先］保険年金課（ 621 － 5162）

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
間
も
な
く
２
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
大
震
災
の
教
訓
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、
今
後
発
生
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る
津

波
災
害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］消
防
局
予
防
課

（
６
５
６
）１
１
９
３
、当
日
雨

天
時
は

(
６
５
６)

１
１
９
０

こんな人は
ぜひ、ご確認を！

転職が多い
姓（名字）が変わったことがある
いろいろな名前の読み方がある

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

［
問
い
合
わ
せ
先
］危
機
管
理
課

（
６
２
１
）５
５
２
７

津波警報が変わります

 春季火災予防運動を実施！
「消すまでは 出ない行かない 離れない」

気象庁が発表する津波警報が、３月７日㈭から変更されます。
■主な変更点
▶「巨大」「高い」という言葉を使った津波警報で、非常事態であ
ることを伝えます＝マグニチュード８を超える巨大地震が発生した場
合、正しい地震の規模をすぐには把握できないため、予想される津波
の高さを、大津波警報では ｢巨大｣、津波警報では ｢高い｣ といった “ 言
葉 ” で発表し、非常事態であることを伝えます。
▶正確な地震の規模が分かった場合は、予想される津波の高さを５
段階で発表します＝予想される津波の高さを１ｍ、３ｍ、５ｍ、10 ｍ、
10 ｍ超の５段階で発表します。津波警報などの発表時には、各区分の
高い方の値を予想される津波の高さとして発表します。
※「巨大」「高い」の言葉を見たり
聞いたりした場合は、東日本大震
災級の津波が発生する可能性がある
と考えて、最大限の避難をしましょう。
［問い合わせ先］徳島地方気象台
( 626－0676)

 
津
波
災
害
に

 
 

備
え
ま
し
ょ
う

●新しい津波警報・注意報の分類

大津波警報

津波警報
津波注意報

巨 大

マグニチュード8を超える
巨大地震の場合の表現

高 い
（表記しない）

数値での発表
（発表基準）
10m超

3m
5m
10m

1m

（10m～）

（1m～3m）
（3m～5m）
（5m～10m）

（20cm～1m）

予想される津波の高さ
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募  集

障害者相談支援員
４月１日から障害者の相談

支援や障害者虐待防止対応な 
どの業務を行う障害者相談支
援 員（ 嘱 託 員 ）を１人 募 集 
します 社会福祉士の資格を
持つ人

３月15日㈮までに障害福祉
課（ 621-5177）

吹きガラス体験教室
３月３日㈰13：30～15：30、

３月23日㈯、３月24日㈰各日
9：30～15：30 徳島ガラスス 
タジオ（勝占町中須） 溶け 
たガラスを吹きざおに巻き取
り、息を吹き込みながらオリ 
ジナルグラスを制作 小学４
年生以上（小学生の参加は保
護者同伴） 各20人程度（先
着） 2,200円

同スタジオ（ 669-1195）

ガラス製赤ちゃん誕生記念品 
３月10日㈰９：00～12：00、

13：30～16：30 徳島ガラスス
タジオ ガラス製の足形や手 
形を制作 足形３カ月児～/ 
手形１歳児～ 各10人(先 
着) １個4,000～5,000円

同スタジオ（ 669-1195）

応急手当の実技講習会
３月17日㈰13:00～16:00

東消防署(新蔵町１) ▶人工 
呼吸法▶胸骨圧迫▶ＡＥＤ 
(自動体外式除細動器)の取り
扱い など

東消防署（ 656-1195）、
西消防署（ 631-0119）

くらしの講座 
３月18日㈪13：30～15：00 
内町公民館会議室(アミコ 

ビ ル５階 ) 「 心 豊 か な 過 
ごし方～お金を守りながら
健康な食生活を～」をテーマ 
に消費生活アドバイザーの川
田玲子さんが講演 市内在住
の人 40人(先着)

消費生活センター( 625-
2326）

チャイナペイント（磁器絵付
け）交流講座

４月12日～９月20日の毎週
金曜日10:00～12:00 加茂名 
中央会館（庄町５） 市民  
５人(先着) 無料（材料費必
要）

同会館（ 631-3734）

徳島城博物館ボランティア友
の会会員

徳島城博物館で、展覧会な
どのガイド、イベントの実施 
や手伝い、ミュージアムショ 
ップの運営を行うボランティ 
アを募集します。

活動開始前に３日間の研修
に参加でき、ボランティアと 
して週１回活動できる人 10
人程度

往復はがきに「ボランティ 
ア友の会加入申し込み」と明
記し、〈住所/名前/年齢/電話
番号〉を書いて、３月26日㈫

（必着）までに徳島城博物館
（〒770-0851 徳島町城内1- 
8 656-2525）へ

催  し

朗読と踊りによるモラエスの
日本随想記「徳島の盆踊り」

３月２日㈯13：30～（開場
13：00） シビックセンター 
４階ホール モラエスの日本 
随想記「徳島の盆踊り」を朗 
読と踊りで表現 200人(先着)

同センター（ 626-0408）

おしらせ

３月１日～７日は子ども予防
接種週間です

３月７日㈭まで、通常
の 診 療 時 間 に 予 防
接種が受けにくい人
を対象に、平日の夜間や土・
日 曜 に 予 防 接 種 を 実 施 し 
ています。協力医療機関は、 
市 に掲 載しています（ 接 
種は要予約）。４月からの入
園・入学に備え、この機会を 
利用して早めに定期予防接種
を受けましょう。

保健センター( 656-0540)

選挙人名簿の縦覧を行います
３月３日㈰～７日㈭ 選挙

管理委員会事務局（市役所９
階）。ただし、3月3日㈰は当直
室夜間・休日受付（市役所地下
1階） ３月２日㈯に新たに選 
挙人名簿に登録した人（３月 
１日現在登録資格者）と、同 
日までに新たに在外選挙人名
簿に登録した人の書面の縦覧
ができます。異議の申し出は 
期間内に受け付けます。

同事務局（ 621-5373)

農用地区域の変更申し出を
受け付けます

▶農家の住宅用地や分家住
宅用地・沿道サービス業の開
設用地など、緊急やむを得な 
い事情で農用地区域の農地(青 

地)を同区域から除外したい人
▶農用地区域から除外されて
いる農地(白地)を将来にわた
り農用地区域に編入したい人

３月11日㈪～21日㈭に、印 
鑑・登記簿の全部事項証明 
書・位置図などを持って、農 
林水産課（市役所３階 621-
5247）へ

税の申告はお忘れなく
市・県民税と所得税は３月

15日㈮、個人事業者の消費
税・地方消費税は４月１日㈪が
申告期限です。

市・県民税の申告場所は市 
民税課（市役所２階）、所得 
税と個人事業者の消費税・
地方消費税の申告相談会場 
は３月15日㈮まで、アスティ 
とくしまです。

同課( 621-5063～5065)、
徳島税務署（ 622-4131）

女性のための弁護士法律相談
３月25日㈪13:30～15:30

女性センター（アミコビル４ 
階） 法テラス徳島による法 
律相談（１人30分以内） 市 
内 在 住・在 勤・在 学の女 性 

（所得要件や回数制限などあ
り） ４人（先着）

同センター（ 624-2611）

ご存じですか？
自動車事故被害者援護制度
◆交通遺児などへの義務教育
修了までの育成資金貸し付け

（無利子）＝ 自動車事故に 
より死亡、または重度後遺障 
害が残った人の子ども
[貸付金額]一時金155,000
円、毎月20,000円、入学支度
金44,000円
[返済期間]中学卒業後20年以 
内（進学する場合は卒業まで
返済開始を猶予）
◆重度後遺障害者への介護料 
支給＝ 自動車事故が原因
で、脳・脊髄または胸腹部臓 
器を損傷し重度の後遺障害を
持ったために、常時または随 

時の介護が必要な人
[支給金額]条件により月額
29,290円～136,880円

自動車事故対策機構徳島支
所（ 631-7799）

子宮頸（けい）がん・乳がん
検診の受診はお早めに

乳がん検診と子宮頸がん検
診の受診券・無料クーポン券
の有効期限は３月31日までで
す。対象となる人には、昨年６
月末に受診券または無料クー
ポン券をお送りしていますの
で、まだ受診していない人は、
ぜひ検診を受けてください。な
お、乳がん検診は予約が必要
です。
※受診券・無料クーポン券を
紛失・破棄した人は保健セン
ターまでご連絡ください。

同センター（ 656-0530）

徳島駅前市民サービスコーナ
ーは３月31日で廃止します

市役所の窓口が休みの日に
各種請求書の受け付けを行っ
ている徳島駅前市民サービス
コーナーは、３月31日㈰で廃
止します。

４月１日以降は、通常の窓 
口のほか、戸籍などの証明書 
や税務証明書の交付請求は、
郵便または休日窓口を、住民
票の写しの交付請求は、郵便、
休日窓口または証明書自動交
付機を利用してください。

▶戸籍・住民票＝住民課（
621-5140）▶税務証明＝資
産税課（ 621-5071）

県有形文化財指定を記念して「柳ニ水車
図板戸」を４月７日まで展示しています

徳島城博物館では、館が所蔵する「柳ニ
水車図 板 戸 」（ 文 化 財 指 定 名 称は「 柳に
水車図・桐花図」杉戸絵 ２枚４面）が徳島県
指定有形文化財（絵画）となったことを記念
し、板戸を4月7日㈰まで展示しています。

この板戸は、徳島城西の丸御殿で使用さ
れていたもので、徳島藩御用絵師の守住貫魚
の作品とされ 、表 面には柳 、水 車 などが
豪華に描かれています。また、銀地の月に
は、福岡藩黒田家から贈られた火伏せのま
じない札が塗り込められているとされ、「火
伏せの板戸」とも呼ばれています。

ぜひ、この機会にご覧ください。
[とき]４月７日㈰まで ９：30～17：00（入館は16：30まで）
[入館料]大人300円、高校・大学生200円、中学生以下は無料
[問い合わせ先]徳島城博物館（ 656ー2525）

とくしま植物園の各教室の受講生を募集します
■園芸教室（春コース）

講習日時
内容 定員・受講料

１班10：00～12：00 ２班13：00～15：00
4/3㈬ 4/4㈭ 植物の性質とハードニング

各班25人（抽選） 
6,000円（５回分、材
料費込み）

4/17㈬ 4/18㈭ サボテンや多肉植物の寄せ植え
5/8㈬ 5/9㈭ テーマのある縦長鉢の寄せ植え
5/22㈬ 5/23㈭ コンテナでシェードガーデン
6/5㈬ 6/6㈭ 涼を演出するガーデニング

■雑草いけばな教室
講習日時 内容 定員・受講料
4/7㈰ 

10：00～12：00 からしな、ナズナで春をいける 20人（抽選） 
500円（材料費込み）

[対象]市内在住・在学・在勤の人
[申し込み方法]はがきに講座名、住所、名前、電話番号を書い 
て、３月10日㈰（必着）までに、とくしま植物園緑の相談所 

（〒771ー4267 渋野町入道45ー1 636ー3131）へ。市ホー
ムページ「電子申請」からも申し込み可。

3月の休日窓口
10日㈰・24日㈰8：30～12：00、

31日㈰8：30～17：00
（※通常の第2・4日曜日の
開設に加え、31日は住民異
動の多い時期のため臨時窓口
を開設します）

市役所１階 住民異動届、
住民票･戸籍謄抄本の交付、
印鑑登録など

さわやか窓口相談室(
621-5039）

広報とくしま２月15日号
記事の訂正

広報とくしま２月15日号８
面「地産地消認定 とくしま
IPPINを食べよう⑯」の写真提
供店・所在地・電話番号の記
載に誤りがありました。正しく
は、次のとおりです。
■とくしまＩＰＰＩＮ店

「HAPPINESS（ハピネス）」
南昭和町５ 656-3383 

関係者の皆さまにご迷惑を
おかけしましたことを深くお詫
びするとともに、記事を訂正し
ます。

農林水産課( 621-5246)､
広報広聴課( 621-5091)
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2013年のサッカーＪ２リーグが３月 
３日㈰に開幕し、徳島ヴォルティスは 
ヴィッセル神戸と鳴門・大塚スポーツ 
パークポカリスエットスタジアムで対 
戦します（13：00キックオフ）。

昨シーズンは苦しい１年となった徳 
島ヴォルティス。今シーズンは、「跳 
動～ＫＥＥＰ ＧＯＩＮＧ ＦＯＲＷＡＲＤ」をスローガン 
に掲げ、Ｊ１昇格という大きな目標に向かってジャンプアッ 
プします。

開幕戦当日は楽しいイベントが用意されていますので、ぜ 
ひスタジアムで応援してくださ 
い。なお、徳島ヴォルティスのシ 
ーズン開幕当初のホームゲーム日
程は左表のとおりです。

［問い合わせ先］企画政策課（ 621－5085）

徳島ヴォルティス
2013シーズンが３/３㈰開幕！

市
立
図
書
館
の
開
館
１
周
年
を
記

念
し
て
、３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
２

日
間
、図
書
館
の
１
年
間
の
活
動
成

果
を
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
展
示
や
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆「
フ
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し
た
世

界
」

［
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月
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ー
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ジ
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ト
）
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）

☆「
子
ど
も
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）

［
定
員
］1
２
０
人（
先
着
）

☆「
妖
怪
と
、本
」

［
と
き
］３
月

 

24
日
㈰
18
時
30

分
～
20
時

［
と
こ
ろ
］シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル

［
講
師
］京
極
夏
彦
さ
ん（
小
説
家
）

［
定
員
］２
０
０
人（
先
着
）

［
と
き
］３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
各
日

①
正
午
～
13
時
②
14
時
～
16
時
30
分

［
と
こ
ろ
］①
図
書
館
５
階
お
は
な
し

の
へ
や
②
図
書
館
6
階
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

［
内
容
］ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ボ
ー
ド
（
電 

子
黒
板
）
を
使
っ
て
、３
Ｄ
図
鑑
な 

ど
電
子
書
籍
な
ら
で
は
の
利
用
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

［
対
象
］4
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

［
定
員
］40
人（
先
着
）

［
と
き
］３
月
23
日
㈯
10
時
～
12
時

［
と
こ
ろ
］シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
階

活
動
室
３

［
対
象
］小
中
学
生

［
定
員
］40
人（
先
着
）

［
準
備
物
］筆
記
用
具
（
色
鉛
筆
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
）

［
と
き
］３
月
24
日
㈰
10
時
～
12
時

［
と
こ
ろ
］シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
４
階

活
動
室
３

［
内
容
］自
身
の
写
真
な
ど
に
文
章
の

説
明
を
加
え
、絵
日
記
風
の
自
伝
を

作
成

［
講
師
］坂
田
千
代
子
さ
ん（
あ
わ
わ

会
長
）

［
対
象
］小
学
生

［
定
員
］40
人（
先
着
）

［
準
備
物
］筆
記
用
具
（
色
鉛
筆
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
）
、
切
っ
て
も
い 

い
写
真
10
枚
程
度（
年
代
が
異
な
る

も
の
が
よ
い
）◇

◇

◇

［
申
し
込
み
方
法
］直
接
、ま
た
は
電 

話
で
、図
書
館
へ

 ［
問
い
合
わ
せ
先
］市
立
図
書
館

 
 

（
６
５
４
）４
４
２
１

ア
ミ
コ
ビ
ル
５
階

に
あ
る「
子
育
て
安 

心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

で
、開
設
１
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

［
と
き
］３
月
31
日
㈰

［
内
容
］▽
交
流
の
ひ
ろ
ば
①
み

ん
な
で
歌
っ
て
お
ど
っ
て
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
１
周
年
コ
ン
サ
ー
ト 

♪
＝
13
時
30
分
～
14
時
30
分
②
腹
話 

術
「
笑
い
一
本
い
た
だ
き
ま
す
！
」

＝
15
時
～
16
時
③
お
楽
し
み
抽
選
会 

（
抽
選
チ
ケ
ッ
ト
は
13
時
か
ら
配 

布
※
先
着
２
５
０
人
）＝
16
時
～
16

時
30
分
▽
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ

ー
ナ
ー（
助
産
師
さ
ん
の
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
＆
相
談
）
※
先
着
順
・
１

人
15
分
程
度
＝
14
時
～
16
時

 ［
問
い
合
わ
せ
先
］子
育
て
安
心
ス
テ 

  

ー
シ
ョ
ン

 
（
６
５
４
）４
４
６
０

徳島城博物館で
４月７日㈰まで開
催中の春の企画展 

「 ひ な 人 形 の 世 
界 」にあわせて、 
桃の節句を踏まえ
た道具立てと趣向による煎茶会を次のと
おり実施します。江戸文人の愛した風雅
な煎茶の会をお楽しみください。

［とき］３月10日㈰10：00～15：00
［ところ］徳島城博物館
［お点前］煎茶道徳島一茶菴の会
［定員］200人（先着）
［参加費］無料（入館料が必要）
［問い合わせ先］徳島城博物館（ 656－
2525）

ひなまつりにちなんで、とくしま動物園 
で「どうぶつえんのひなまつり」を開催し 
ます。

［とき］３月３日㈰
9：30～14：00

［内容］▶先着200人 
（中学生以下の子
ども）にひなまつ
りのプレゼントを
贈呈▶動物園センターで動物の変わりびな、
ＬＥＤ（発光ダイオード）の動物ひな壇を展
示▶同センターでひな（ひよこ）とのふれあ
いを実施▶ひな祭りの由来などを記載した資
料を配布 など

［問い合わせ先］とくしま動物園（ 636－
3215）

「どうぶつえんのひなまつり」
３/３㈰に開催！

３/10㈰ 徳島城博物館
「雛の煎茶会」を開催

開催日 対戦チーム
３月３日㈰ ヴィッセル神戸
３月17日㈰ ギラヴァンツ北九州
３月20日㈷ アビスパ福岡
４月７日㈰ Ｖ・ファーレン長崎

とくしま植物園
ガーデニングコンクール出展作品を募集

ガーデニングコンクールの出展作品を募集します。 
出展作品は４月28日㈰～５月６日(振休)、とくしま植物 
園で展示します。初心者からベテランまでお気軽にご 
参加ください。

［対象］市内在住・在勤・在学の人。市内に活動拠点のあ
るグループ、学校などの団体 ［募集作品］下表のとおり

コース 内容 参加費

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

規定コンテナガーデンコース 
（20作品）※規定花材：ベゴニア
またはペチュニア

主催者配布のコンテナを使用して作品を作成。規定花材
（各自用意）を作品の中に必ず使用する。 600円

規定ハンギングバスケットコース
（10作品）※規定花材：ベゴニア
またはペチュニア

主催者配布のバスケットを使用して作品を作成。規定花
材（各自用意）を作品の中に必ず使用する。 600円

フリースタイルコース 
（30作品程度）

各自で用意したコンテナ・バスケットなどを使用して、自
由に作品を作成。 無料

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

そだてるペチュニアコース 
（20作品）

主催者配布の鉢とペチュニア３個を使用し、その育成や
仕立てを競う。 300円

チャレンジコンテナガーデン
コース 

（20作品）

初心者向け。主催者が講習会で配布するコンテナ・花材
のみで作品を作成。 
◆作品づくり講習会は３月24日㈰10：30～12：00（必
ず参加してください）

500円

チャレンジハンギングバスケット
コース 

（15作品）

初心者向け。主催者が講習会で配布するバスケット・花
材のみで作品を作成。 
◆作品づくり講習会は３月24日㈰13：30～15：00（必
ず参加してください）

500円

ユースガーデニングコース 
（15作品程度）

18歳以下限定のコース。各自で用意したコンテナ・バス
ケットなどを使用して、自由に作品を作成する。 無料

［コンテナ・バスケットの配布］３月20日㈷～ 27日㈬（25日を除く）9：30 ～
16：00、とくしま植物園緑の相談所

［作品搬入］４月26日㈮・27日㈯9：30 ～ 16：00、４月28日㈰9：30 ～ 12：00
［審査］４月28日㈰13：00 ～  ［表彰］各コースにつき最優秀賞１点、優秀賞１ 
点、入賞１点。副賞あり  ［応募上の注意］▷作品は幅・奥行き・高さ１㍍以 
下▷各コース１人１作品で、応募多数の場合は抽選▷マスタークラスのコー 
スとユースガーデニングコースの花材などは各自で用意▷作品は屋外展示で 
きるものに限る（フリースタイル、ユースガーデニングコースを除く）

［申し込み方法］はがきにコース名（※注）、住所、名前（ユースガーデニング 
は年齢も）、電話番号、グループの場合はその旨を記入し、３月15日㈮（必 
着）までに、とくしま植物園緑の相談所（〒771－4267 渋野町入道45－１ 

636－3131）へ。徳島市ホームページ「電子申請」からも可。
※注 フリースタイル・ユースガーデニングコースは「コンテナ」「ハンギング」な
どの作品ジャンルを明記してください。

図
書
館
開
館
１
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

子育て安心ステーション開設
１周年記念イベントを開催！

○C 徳島ヴォルティス

◆
著
名
人
に
よ
る
講
演
会

◆
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ボ
ー
ド
で
も
っ 

と
知
ろ
う
！「
電
子
図
書
館
」

◆
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
仕
事
っ 

て
？
～
仕
事
体
験「
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス 

広
報
誌
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」～

◆
自
伝
本
を
つ
く
ろ
う


